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質
問　

本
年
度
事
業
で
あ
る
公

営
住
宅
共
益
費
や
学
校
給
食
費
の

無
償
化
及
び
国
保
税
の
引
き
下
げ

は
物
価
対
策
と
し
て
も
重
要
で
あ

る
が
、
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

学
校
給
食
費
無
償
化
の

実
施
と
公
営
住
宅
の
共
用
部
分
電

気
料
相
当
額
を
自
治
会
に
補
助
し

気軽にご参加を。はまって、かだって

て
い
る
。
国
保
税
は
本
市
独
自
策

と
し
て
18
歳
ま
で
の
均
等
割
額
減

免
を
継
続
し
、
５
年
度
の
均
等
割

額
を
緊
急
的
に
軽
減
す
る
予
定
。

　

質
問　

国
の
臨
時
給
付
金
の
対

象
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る

が
、
対
象
拡
大
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

対
象
を
拡
大
し
家
計
急

変
世
帯
も
対
象
と
す
る
。

本
市
の
健
康
寿
命
は

　

質
問　
「
は
ま
か
だ
運
動
」へ
の

認
識
は
ど
う
か
。

　

答
弁　
「
は
ま
か
だ
」
の
考
え

方
は
医
療
関
係
者
か
ら
も
高
い
評

価
を
受
け
、「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の
い
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
有
効
だ
。

　

質
問　
「
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ
体
操
」

や
「
は
ま
か
だ
運
動
」
は
市
民
自

ら
の
取
組
で
あ
る
が
、
本
市
の
健

康
寿
命
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

健
康
寿
命
は
算
出
し
て

い
な
い
が
、
平
均
寿
命
は
平
成
22

年
度
と
27
年
度
は
女
性
の
平
均
寿

命
が
県
内
１
位
と
な
っ
た
。
令
和

２
年
度
は
男
性
が
11
位
、
女
性
が

７
位
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動

自
粛
が
影
響
と
分
析
し
て
い
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
は

　

質
問　

高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

高
齢
者
の
孤
立
防
止
と

市
内
事
業
者
支
援
を
目
的
に
、
70

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
に
週
１

度
、
飲
食
業
者
提
供
の
夕
食
を
自

宅
ま
で
配
達
し
、
健
康
状
態
や
安

今後、人手不足はますます深刻化していく

　

質
問　

令
和
３
年
６
月
の
食
品

衛
生
法
改
正
で
、
漬
物
の
製
造
と

販
売
を
、
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た

場
合
は
６
年
５
月
31
日
ま
で
に
県

の
許
可
の
取
得
が
必
要
と
な
っ

た
。
農
産
加
工
の
方
々
か
ら
情
報

不
足
と
の
声
が
あ
る
。市
の
対
応
は
。

　

答
弁　

漬
物
製
造
業
等
事
業
者

　

質
問　

中
学
校
と
高
校
へ
の
入

学
時
期
が
重
な
る
と
、
約
70
万
円

が
必
要
だ
。
多
子
世
帯
へ
準
要
保

護
世
帯
と
し
て
就
学
援
助
の
対
象

拡
大
は
。

　

答
弁　

国
で
定
め
る
認
定
基
準

の
取
り
扱
い
や
他
市
町
村
の
状
況

等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
慎
重
に
判

断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

漁業の一部も法改正の対象（広田町）

の
営
業
許
可
の
取
得
に
は
、
住
居

と
区
分
さ
れ
た
施
設
で
専
用
の
流

し
台
設
置
や
手
洗
い
設
備
の
改

修
、
食
品
衛
生
責
任
者
を
配
置
す

る
な
ど
の
基
準
が
あ
り
、
事
業
者

に
よ
っ
て
は
設
備
の
改
修
や
新
設

が
必
要
。市
は
、食
品
衛
生
制
度
の

周
知
と
と
も
に
県
と
連
携
し
、
必

要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
た
い
。

漁
済
補
助
の
効
果
は

　

質
問　

漁
業
共
済
へ
の
本
市
掛

金
補
助
の
効
果
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

令
和
４
年
度
の
養
殖
共

済
に
は
、
掛
金
総
額
約
４
千
２
３

６
万
円
の
う
ち
、
市
が
約
９
８
７

万
円
を
補
助
。
昨
年
度
か
ら
の
漁

獲
共
済
に
は
、
約
２
５
０
万
円
を

補
助
。
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
の
不
漁
な
ど
に
単
年
度

当
た
り
平
均
で
約
１
億
５
千
万
円

の
共
済
金
が
支
払
わ
れ
た
。
本
市

の
補
助
で
、
契
約
者
の
負
担
軽
減

と
手
厚
い
国
庫
補
助
を
受
け
ら
れ

る
義
務
加
入
の
維
持
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。再

造
林
支
援
は

　

質
問　

本
市
は
私
有
林
の
再
造

林
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

　

答
弁　

私
有
林
伐
採
跡
地
で
国

や
県
の
補
助
金
を
活
用
し
て
の
植

栽
、
下
草
刈
り
、
鳥
獣
被
害
対
策

等
の
再
造
林
に
係
る
経
費
、
国
県

補
助
金
額
を
除
い
た
所
有
者
負
担

額
の
９
割
分
を
市
が
支
援
す
る
。

多
子
世
帯
へ
の
支
援
は

物
価
高
で
の
国
保
税
は

　

本
年
度
の
均
等
割
を
軽
減

総
合
計
画
後
期
ど
う
策
定

　

基
本
構
想
部
分
は
変
更
な
し

食
品
衛
生
法
改
正
の
対
応
は

　
　
県
と
連
携
し
情
報
を
提
供
す
る

　

質
問　

本
年
度
で
市
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
が

終
了
し
、
後
期
基
本
計
画
を
策
定

す
る
が
、
基
本
構
想
の
内
容
に
大

き
な
変
更
は
あ
る
か
。

映
さ
れ
る
の
か
。

　

答
弁　

選
挙
公
約
の
中
身
を
具

体
的
に
突
き
詰
め
て
み
る
と
、
計

画
に
お
け
る
下
層
の
具
体
的
な

ツ
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
、
計
画
へ
の
記
載
を
考
え

る
と
そ
ぐ
わ
な
い
と
考
え
て
い

る
。孤

独・孤
立
者
ど
れ
ほ
ど

　

答
弁　

現
在
、
基
本
計
画
に
掲

げ
る
33
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
を
精
査
し
、
主
な
基

本
事
業
や
取
組
内
容
、
成
果
指
標

等
を
見
直
す
こ
と
と
し
て
計
画
策

定
を
進
め
て
い
る
。
平
成
31
年
３

月
に
議
会
の
議
決
を
頂
い
た
基
本

構
想
の
変
更
は
、
現
時
点
に
お
い

て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

質
問　

人
手
不
足
が
地
域
産
業

に
と
っ
て
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

計
画
に
も
記
載
し
て
取
り
組
む
べ

き
だ
と
思
う
が
認
識
は
。

　

答
弁　

個
別
具
体
の
課
題
と
し

て
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
取
り
組
む
。

　

質
問　

後
期
基
本
計
画
に
追
加

す
る
視
点
は
あ
る
か
。
気
仙
沼
市

の
よ
う
に
横
断
的
重
点
施
策
と
し

て
計
画
に
据
え
る
の
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

基
本
的
な
部
分
を
変
更

す
る
予
定
は
な
い
。
下
位
計
画
の

事
業
や
そ
れ
に
対
す
る
指
標
な
ど

は
現
在
の
課
題
を
精
査
し
、
見
直

し
て
い
く
。

　

質
問　

市
長
公
約
は
計
画
に
反

　

質
問　

国
の
調
査
な
ど
か
ら
、

市
内
で
孤
独
を
感
じ
る
人
数
を
概

算
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　
孤
独
感
が
「
し
ば
し
ば

あ
る
・
常
に
あ
る
」
の
推
計
値

が
、
総
人
口
の
４
・
９
％
に
あ
た

る
８
７
３
人
が
市
内
で
孤
独
を
感

じ
て
い
る
と
推
計
で
き
る
。

　

質
問　

孤
独
や
孤
立
と
い
う
観

点
で
見
れ
ば
、
従
来
の
行
政
ケ
ア

で
は
対
処
で
き
な
か
っ
た
層
が
見

え
て
く
る
と
思
う
。
具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
な
人
が
想
像
で
き
る

か
。

　

答
弁　

例
え
ば
、
バ
ス
の
停
留

所
か
ら
離
れ
て
る
と
こ
ろ
で
、
一

人
で
暮
ら
し
て
い
る
高
齢
者
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

否
確
認
等
を
実
施
し
て
い
る
。
令

和
４
年
度
は
２
８
６
人
、
延
べ

８
７
０
７
食
提
供
し
て
い
る
。

　

質
問　

予
算
に
対
し
半
分
程
度

の
利
用
で
あ
り
、
在
宅
介
護
の
家

族
な
ど
、
対
象
拡
大
は
ど
う
か
。

　

答
弁　

本
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
踏
ま
え
、
利
用
者
を
広
げ

る
方
策
を
検
討
す
る
。
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